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1.政 治 団 体 の 名 称 税 理 士 に よ る 小 宮 山 泰 子 後 援 会

2.主 た る事 務 所 の 所 在 地

埼 玉県川越市新宿 町1-17-17

ウェ ス タ川 越5F

3.代 表 者 の 氏 名 柴 亨

4,会 計 責 任 者 の 氏 名 樋 之 口 猛

事務担当者の氏名

吉川 美紀

(電話)

一連番号
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049-246-6188
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1.収 支 の 総 括 表

収 支

14 1677

の 状 況

88

収 入 総 額 0 1 0
十億 百万 千 円

434,084

(前 年 か らの 繰 越 額) 0 2 0 162,068

(本 年 の 収 入 額) 0 3 0 272,016

支 出 総 額 0 4 0 209,128

翌 年 へ の 繰 越 額 0 5 0 224,956

2.収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人の負担す る党費又は会費

金 額 0 6 0
十億 百万 千 円

162,000

員 数 0も 7 0
人

37

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 RECNo. 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0 8 0
十億 百万 千 円

(うち特定寄附) 0 9 0

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 1 0 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 1 1 0 110,000

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 1 2 0 110,000

(寄附の うち寄附の あっせん によるもの) 1 3 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 1 4 0

合 計(ア+イ) 1 5 0 110,000
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(7)寄 附 の 内 訳 寄 附 者 の 区 分 政 治 団 体

1416 団 体 の 名 称
1776

金 額
7788 年月 日 89主 た る 事 務 所 の 所 在 地108 代表者の氏名 備 考

,、 ㌻1

魏 、
講1欝
勲 覆躍

関東信越税理士政治連盟
十億 百万 千 円

20,000 H28.01.27
埼玉 県 さいたま市大宮 区桜 木町4-333-13 会長 井部 俊一

w、 、㌔、鰯懸
響

関東信越税理士政治連盟 70,000 H28.02.15 埼玉 県 さいたま市大宮 区桜 木町4-333-13 会長 井部 俊一

灘繊 関東信越税理士政治連盟 20,000 H28。12.09
埼 玉県 さいたま市大宮 区桜 木町4-333-13 会長 井部 俊一

霧灘;・

藁麟

禽

撫

1灘 縷
期 灘
鐵難

芽麹'1

離 鰻雛

難鱗
縫嚢

懸

鑓醒
轍 、.
蓼灘

翻灘
灘舗髄

'%

季'

8
辮範鮮饗解鉢転廓 躍 こ の 頁 の 小 計 110,000

纈融' そ の 他 の 寄 附 0

醸灘 、灘 合 計 110,000



リ ユヨ

画
(そ の13)

3.支 出 項 目別 金 額 の 内訳
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(2)経 常経費(人 件費 を除 く)の 内訳 項目別区分 事務所費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 け た者 の 住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

登録政治資金監査人報酬
十億 百万 千 円

20,000 H28.05.25 税理士 大石 敬 埼 玉 県 草 加 市 瀬 崎3-4-31

こ の 頁 の 小 計 20,000

そ の 他 の 支 出 8,628

合 計 28,628



(そ の15)

(3)政 治活動費の 内訳 項目別区分 組織活動費(大 会費)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出 を受けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた 者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

定期総会飲食代
十億 百万 千 円

148,500 H28.05.24
㈱東武ホテルマネジメン ト
川越東武ホテル 埼玉県川越市脇 田町29-1

こ の 頁 の 小 計 148,500

そ の 他 の 支 出 0

合 計 148,500
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(3) 政治活動費の内訳 項目別区分 組織活動費 (渉 外 費 )

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

会費
十億 百万 千 円

20,000 H28.10.26 民進党埼玉県総支部連合会 埼玉県 さいたま市浦和 区高砂3-6-16
RKビ ル

こ の 頁 の 小 計 20,000

そ の 他 の 支 出 12,000

合 計 32,000
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資 産 等 の 状 況
1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 図

イ 建 物 口 団

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 団

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 団

オ魏(趣 預躍 騰 座♂多額 く… 口 団

力 金 銭 信 託 口 団

キ 有 価 証 券 口 団

ク 出 資 に よ る 権 利
1

口 団

ケ 貸付先 ごとの残高が1・・万円を超 える章付金 口 団

コ 支 払 わ れ た 金 額 が1。。万 円 を超 え 楓 金 口 団

サ 取得 の価額 が100万 円を超 える施設の利用 に関す る権利 口 団

シ 借 入先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る借 入 金 口 団



(そ の20)

宣 誓 書

添 付 書 類(別 添の とお り)

○ 領囎 等の写し

2.監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

① 政治資鑑 査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 した ものであって、真実に相違あ りません。

平拠9年5恥9日

政 治 団 体 の 名 称 税理士による小宮山泰子後援会

会計責任者 の氏名 樋之口 猛

※解散の場合のみ代表者も記名押印又は署名す ること。

代 表 者 の 氏 名 ㊥
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政治資金監査報告書

平成29年5月26日

税理士による小宮山泰子後援会

代表 柴 亨 殿

登録政治資金監査人 　<)6
登 録 番 号 第1 聯3
研 修 修 了 年 月 日 平成20年12月17日

1監 査の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づ き、

税理 士による小宮 山泰子後援会の平成28年 に係 る法第12条 第1項 に規定する収支

報告書 のすべての期 間を対象 として、当該収支報告書並び に当該収支報告書に係 る会

計帳簿、明細書、領収書等、領収書等 を徴 し難 かった支出の明細書、振込明細書及び

振込明細書に係 る支出 目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写 しを含む。 以

下同 じ。)に ついて、支出に関する政治資金監査 を行 った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定める ところに より政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関す る具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マニ ュ

アル」 とい う。)に 基づき行 った。

(3)私 の責任 は、外部性 を有する第三者 として、国会議員 関係 政治団体の会計責任者 の

作成又は徴 取 した収支報告 書並びに当該収支報告書に係 る会計帳簿 、明細書、領収書

等、領収書等 を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係 る支出 目

的書 について、政治資金監査マニュアル に基づき政治資金監査 を行 った結果 を報告す

ることにあ る。

(4)こ の政治 資金監査 は、税理士による小宮 山泰子後援会の主たる事務所 において行 っ

た。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果 は、以下のとお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項について、会計帳簿、明細書、領収

書等、領収書等を徴 し難 かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係 る支出

目的書が保存 され ていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項について、会計帳簿には、当該国会

議員 関係政治団体 に係 るその年 における支出の状況が記載 され 、かつ、 当該 国会議員

関係政治団体の会計責任者 が当該会計帳簿 を備 えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項について、法第12条 第1項 に規定

す る収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等 を徴 し難かつた支出の明

細書 、振込明細書及び振込明細書に係 る支出 目的書に基づいて支出の状況が表示 され

ていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項について、領収書等 を徴 し難かった

支出の明細書及び振込明細書に係 る支出 目的書は、会計帳簿 に基づいて記載 され てい

た。

3業 務制限

税理 士による小宮 山泰子後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違

反す る事実はない。

また、税理士による小宮 山泰子後援会 と政治資金監査の業務 を補助 した使用人その他

の従業者 との間においても、同様である。

以 上


